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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

（アップデート版）の公表について 

 

2024 年 4月 4日に公表いたしました、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた

対応について」に関する進捗状況ならびに今後の取り組み内容等をアップデートいたしま

したので、お知らせいたします。 

添付資料: 「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について（アップデー

ト）」 

 

以上 



資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応について
（アップデート）
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第5次中期経営計画

営業利益率(連結)

ROE

営業収益(連結)

2030年の定量目標

CO2排出量(Scope1・2)

食品廃棄額

4.5%以上

8%

5,000億円以上

46%削減(2013年度比)

50%削減(2019年度比)

女性管理職比率 20%以上
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子育て世代ニーズ
対応による

顧客支持の獲得

ドミナント戦略を
ベースとした

HOP経済圏の拡大

生産性改善も含む

コスト構造改革の
推進



第5次中期経営計画（営業収益・営業利益率）
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営業収益 営業利益率億円 ％

①トップライン
（営業収益）の向上
・ドミナントエリア出店や改装
・フォーマットの確立
・客数の増加、子育て世代対応
・衣料、住居関連の復活

②利益性の改善
・粗利益率のコントロール
・商流の見直し、仕入値入改善
・プロセスセンターの有効活用
・費用の見直し
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 PBRが⾧期にわたり1倍を下回っていることから、「資本コストや株価を意識した経営の実現」に向け、
より一層の企業価値向上に取り組んでまいります。

 株式益利回りの考え方や中⾧期的に投資家の期待する株主資本コストの目安としてROE８.0％
の達成を目指します。

第5次中期経営計画（ROE）

2020/2 2021/2 2022/2 2023/2 2024/2 2025/2 2026/2

営業利益率（％） 2.4 3.2 3.5 2.7 3.1 3.0 2.9

ROE（％） 3.9 6.0 6.2 4.2 3.7 5.7 4.9

PBR（倍）※右軸 0.62 0.66 0.59 0.63 0.58 0.62 0.76
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営業利益率（％） ROE（％） PBR（倍）右軸
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現状分析・評価

2021/2 2022/2 2023/2 2024/2 2025/2 2026/2

営業収益（百万円） 439,326 439,740 415,675 425,424 444,898 456,010

営業利益（百万円） 14,037 15,362 11,279 13,257 13,360 13,313

経常利益（百万円） 15,053 16,952 13,069 14,482 14,639 14,605

親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円） 9,724 10,647 7,516 6,784 10,727 9,409

営業利益率（％） 3.2 3.5 2.7 3.1 3.0 2.9

ＲＯＥ（％） 6.0 6.2 4.2 3.7 5.7 4.9

ＰＢＲ（倍） 0.66 0.59 0.63 0.58 0.62 0.76

一株当たり純資産額（円） 3,156.74 3,340.18 3,439.19 3,551.29 3,764.48 3,959.03

期末株価（円） 2,089 1,975 2,177 2,064 2,335 3,000
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現状分析・評価

 低PBR要因
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ＲＯＥ:自己資本利益率（％）

ＰＥＲ:株価収益率（％）
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当期純利益率（％）

総資産回転率（％）

財務レバレッジ（倍）

株価と業績の連動性が低い

抜本的収益改善が急務

資産効率は安定的

財務基盤は安定的だが資金効率低い

分解
8.0％

4.5％

12.5％

資本コスト:4.5～8.0%
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方針・目標

 2030年の営業利益率4.5％以上・ROE8.0％の達成を目指して、中期経営計画において
「販売力の向上」「生産性向上」を進めてまいります

 株主還元強化を図り、自己株式取得による資本効率向上のほか、積極的なIR活動の実施
によりPBR1倍を目指してまいります

PBRの改善PBRの改善

ROEの改善

• 資本コストを上回ることを意識した経営
• 第5次中期経営計画の進捗による「販売力」

「生産性」の向上 など 各施策の徹底
• ROICを用いて収益性、成⾧性を評価

PERの改善
• サステナビリティ取組み推進(ESG,人的資本)
• IR活動の強化
• 株主還元方針の明確化

× 将来リターン改善
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課題と対応

ROEROE

当期純利益率当期純利益率 総資産回転率総資産回転率 財務レバレッジ財務レバレッジ

• 販売力向上と生産
性改善

• 営業利益率4.5％
以上

• 販売力向上と生産
性改善

• 営業利益率4.5％
以上

• 販売力向上
「価格競争力」
「品質・味・品揃え」

• 販売力向上
「価格競争力」
「品質・味・品揃え」

• 遊休地処分
• 適正在庫レベル維持
• 戦略投資は借入金

• 遊休地処分
• 適正在庫レベル維持
• 戦略投資は借入金

• 販売力向上
「価格競争力」
「品質・味・品揃え」

• 販売力向上
「価格競争力」
「品質・味・品揃え」

• 遊休地処分
• 適正在庫レベル維持
• 収益性の高い投資

• 遊休地処分
• 適正在庫レベル維持
• 収益性の高い投資

• 配当性向30％以上
• 累進配当
• 自己株買い

• 配当性向30％以上
• 累進配当
• 自己株買い

1.4~2.4⇒3.2～ 1.4~1.5⇒1.4 1.7~1.9⇒1.8倍

当期純利益↑↑ 売上高↑ 総資産↓

売上高↑ 総資産↓ 自己資本↓
÷ ÷ ÷

＝＝＝

 利益率向上と資本政策によりROE8.0％を目指します

3.7％～6.2％
⇓

8.0％
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※新リース会計による影響は反映しておりません。

2024/2 第5次中期経営計画 2027/3-2030/2 2031/2

ROE

純
利
益

自
己
資
本

3.7％

純利益※
68億

営業利益
133億

※純利益：親会社株主に帰属する当期純利益

107億

134億

95億

133億

２
０
３
０
年
定
量
目
標
の
開
示

2025/2 2026/2 2027/2 2028/2 2029/2 2030/2

【2030年の定量目標】
営業収益5,000億円以上
営業利益率4.5％以上
・フォーマット確立による個店の強化
・商流の見直し、値入改善、粗利益コントロール
・費用の見直し

トップラインの向上

経営効率の向上

事業ポートフォリオの実現

費用の最適化

1,883億 1,920億

【2030年の定量目標】
自己資本利益率（ROE）8％
・配当性向30％以上、累進配当
（第5次中期経営計画）
・機動的な自己株式取得および消却

ロードマップ

1,979億

課題と対応
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営業利益率

自己資本利益率
（ROE）

5.7％ 4.9％



投資家との対話

 投資者との対話内容は取締役会へフィードバック
 「【機関投資家からのコンタクトを希望】する企業の明示」を

実施
 2027年2月期は、個人投資家向け会社説明会の拡充を

検討
 スモールミーティング・1on1ミーティングは、前期の件数から

増加できるよう体制を整える

2024/2 2025/2 2026/2

機関投資家

決算説明会ラージミーティング 2 2 2

スモールミーティング 0 1 1

1on1ミーティング 16 33 42

個人投資家 会社説明会 0 1 7
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株主還元方針

 2026年2月期は、配当性向30％以上を株主に還元および累進配当を維持することから、

中間配当33円、期末配当33円 年間66円とします。

 2027年2月期は、配当性向30％以上を株主に還元および累進配当を維持することから、

中間配当33円、期末配当33円 年間66円（予定）とします。

 2027年2月期まで配当政策については「累進配当」とします。

 余剰資本については、株主に還元し、財務規律は維持します。

2021/2 2022/2 2023/2 2024/2 2025/2 2026/2 2027/2

当期純利益(百万円) 9,724 10,647 7,516 6,774 10,727 9,409 9,800

1株当り配当金(円) 38 42 42 42 63 66 66

配当性向(％) 20.5 20.7 29.3 32.5 30.1 34.9 33.3
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